























































掲示薗蘇 兼軽名称 内容 利用可能なデj ---汁菖措~ (暮*JL書を●tI) =三三=′
国内法規 (旧)化奪法既存 軽産省が実施く重民)Lた生分 表形式で最終結果数 a 環境運命(識合性.事秋
制T*報 化学物質安全性 解性及び生物濃癌性に関する催のみ(生分解の速度等 性)椎等のための標準
点検 試験のデータ の拝抽データは非BFl示) データ
序労省が実施(垂fE)した毒性 総合要旨 & ラット 要旨=秦詳細三日 閲覧には厚労省HP
試験のデータ 28日間投与毒性/簡易生殖毒性/A糊ES/染色体異常吉武験の詳細報告 -リンク後再検索が必要 にの不便さは濃度省と妊労省 仲のせい?)
各国有害 化学物質安全性 NEDOからの委託費により化 比較的詳報さを維持 日 書性什報は重み付け ★★
性評価f* (ハザード)評価 学物質評価研究横柵が実施 した要約ベースの のない並列芸克明であ (ハザード
報 シ-ト した文献調査(fr特性押軒を含 データ集.実験データ るため音己載内容の鵜 のせ書紀
む)により編涙されたデータ集 以外にヒトでの実績 呑みは過剰評価とな +)
米和文の化学物質ハザードデータ集としては信頼性.網羅性において最も優れている データも含む る心配が有るので若干注意を要する化学物貿有害性 上記評価シートよりも 日 上音己評価シートの利
評価書 詳細な記述による調査報告書 用で充分(本報告書は連発吋*不着)
tCSC(国際化学 LPCS(EB並.WHO.EI際労●*桝の 化学物質の物性.伝 英※ 取扱現場で活用する ★(取扱現物質安全性カー 含内lJる化学物井安全性ffⅧ)に 険性.有害性に開す に便利な-目瞭然な
ド) より絹森された化学物貿取扱時の注意書き る簡易表現カード 安全カード 土■での注*l一起)
･X日本梧版は濁沈医薬品衛生研究所HPより別途入手可能
CtCADs(国際簡 ⅠPCS(祖述.柵 0一再鞍労♯書閑の 次妃EHCの簡潔版 英 化学物琵リスク評価
潔評価文書) 合同による化学牧羊安全性計画)により編纂された化学物資リスク評価一リスク管理用情報 担当者向け資料:価別の曝露情報.環境放出什報を基に､当該物質のリスク評価を行う際の 礎でデータとなる
EHC(国 当払化学物質の環境 英 化学物質リスク評価
康評価文書) 影甘.健康影響性に関するリスク評価を行うための基盤データ完全版 担当者向け資料:上音己ClCADSが利用可能な場合には通常閲覧不要
れた牝乎抽雷リスク評価.リスク管理のためのデータベース それかb算出されたヒトの安全旅客鐘と算出の根拠と傍線性 を定量的に推禦する場合に義も利便性が轟く実践的なデータベースと思われる(1書リスク仕事システムd)9ft外)
NTP (栄)国家秦性計画に基づき 長期養性.発癌性一 英 コストの閉局で企兼
国立研究棟関で実施された高 生殖毒性等の斑験旬 では実施困難な高次
次考性試験の報告書データベ 告霊の要旨(拭AR牧舎暮完全版もMl の寺性辞鞍報告書とな~一 ◆
(執筆担当者 嶋村三智也)
注1)経済協力開発機構主導による大型化学物質の国際安全性点検.各国で評価物質を分担
注2)欧州新化学物質規制法 (秦),欧州内の化学物質移動量に応じた段階的な安全性評価を企業-要求
注3)改正化審法既存化学物質安全性点検プログラム.第1次活動として2005-2008に年間10OOt超の166化学物質評価の計軌
2009以降年間1000t未満の物質の評価も計画される見込み
